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巻　頭　言
「繋がりを意識して」
　先日，学会での研究発表のため，梅雨の晴れ間の一日を名古屋で過ごしてきました。会場校
の明るい吹き抜けロビーでは，その広い空間を生かし，今大会の企画として地場産業の繊維工
芸品である有松絞りの作品が色とりどりに展示され，我々参加者たちの目を楽しませてくれま
した。
　有松絞りは，その地勢から農作に向かず，東海道の宿場町でもない有松地域の町おこしのた
めに江戸時代初期に創出された産業です。名古屋城築城のため集められた九州の人たちが身に
着けていた絞り染めのきものにヒントを得，地元の住人が当時地元で生産が始まっていた三河
木綿に絞り染めを施した手ぬぐいを土産物として売ったのが始まりであるとされています。糸
で縫い絞ることで防染し様々な染模様を表現するもので，その絞り技法の数は他の地域の染め
物に類を見ないほど多く，一説には最盛期に 200 に達したといわれるほどでした。問屋の企画
に沿って 1 反の木綿に下絵付け用の型紙を用いて模様配置が刷られた後に，それぞれ家業とし
て固有の技法を守る絞り職人たちの間を反物が渡り，様々な工程を経て複数の絞り模様が配さ
れた美しい染物が完成します。1975 年には，発祥地有松に隣接する宿場町として下請けや販
売などで産業の発展に寄与した鳴海地区の名を加え，「有松・鳴海絞」として国の伝統工芸品
に指定されています。
　江戸時代に藩からの保護を受けて大きく発展したこの地域は，街並みも豪奢に変化し，今で
も当時の雰囲気を忍ばせる建物の一部が残されていますが，現在では絞りを家業とする世帯数
が激減し，残っている技法も 100 を大きく下回っていると聞いています。しかしながらそのよ
うな状況の中，今回の展示からは，再びこの伝統産業を強みとした町おこしを目指し活動して
いる人たちの思いが伝わってきました。展示品は，伝統柄をカラフルに表現したもののほかに，
従来素材である木綿以外の布を使ったものや，歌舞伎衣装に見立て大胆に絞り皺を活かし立体
的アート作品として表現したものなど，現代人の感性に響く素晴らしい技巧やアレンジを施し
たものばかりでした。これら伝統と未来性が融合した現代の有松絞りは世界からも注目を浴び
ているとのことで，別の研究部会でも例会テーマとして検討することになりました。わずかな
がらも旬の実物に触れ得たことは，本当に有意義な成果でした。
　今回，有松絞りを通して，ものづくりとその土地の環境やまちの発展は，お互いに繋がり関
係し合っていることに改めて気づきました。同時に，その関係を構成する要素は環境デザイン
学科の 4 つのフィールドである，繊維，プロダクト，空間や建物，社会生活のプロデュースに
それぞれ当てはまることでもあり，お互いのフィールドが連動し合うことの自然の成り行きを
実感しています。
　環境デザイン学科では次年度から未来を見据えて新カリキュラムがスタートします。そのコ
ンセプトは，デザインで社会に繋がるための共通コアの設置とコース間連動の強化です。これ
まで，それぞれのフィールドで充実を目指してきた 4 つのコースが一つの学科に共存する強み
をもっと打ち出して連動することで，多様化の進む社会に柔軟に適応し活躍できる人材を育成
していくことが目標となっています。コースが繋がり，社会と繋がる。今後の学科にとって
「繋がる」ことが重要なキーワードだと考えます。奇しくも今回の 4 報は，学校施設の使われ
方，Recurrent Education，企業とのコラボ，学外でのワークショップなど，人や社会と繋が
ることがテーマとなっています。学科としての今後の方向を特徴づける構成となった今年度の
紀要を多くの皆様にご高覧いただければ幸いです。 （環境デザイン学科長　石垣理子）
